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問

保
育
施
設
へ
の

積
極
的
な
支
援
策
を

神
こ

う

武
た

け

　
綾

あ

や 
議
員

問

水
道
事
業
の
資
金
運
用
益

の
還
元
は
あ
る
か

藤
ふ

じ

井い

　
雅

ま

さ

之
ゆ

き 

議
員

問

主
権
者
教
育
と
学
校
教
育

改
革
は
進
ん
で
い
る
か

小お

畠
ば

た

真ま

ゆ

み

由
美 

議
員

Q
　

保
育
環
境
に
つ

い
て
３
点
伺
う
。

①
平
成
30
年
度
の
保
育
提
供

数
に
対
し
て
、
１
２
１
人
分

不
足
し
て
い
る
。
待
機
児
童
解

消
に
向
け
た
今
後
の
対
策
は

②
届
出
保
育
施
設
の
存
続
の

た
め
に
早
急
な
補
助
が
必
要

と
考
え
る
が
市
の
見
解
は

③
企
業
主
導
型
保
育
園
は
所

管
が
内
閣
府
で
あ
る
た
め
、

保
育
状
況
の
把
握
が
必
要
と

考
え
る
が
市
の
体
制
は

A

部
長　

①
平
成
31

年
度
に
見
直
し
を

行
う
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
中
で
、
待
機
児

童
の
解
消
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
本
市
で
は
、
認
可
保
育
所

の
定
員
増
加
に
向
け
た
取
り

組
み
を
最
優
先
課
題
と
し
て

お
り
、
届
出
保
育
所
へ
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
困
難
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
企
業
主
導
型
保
育
園
の
指

導
監
査
は
、
公
益
財
団
法
人

児
童
育
成
協
会
が
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は
別
に

福
岡
県
が
立
ち
入
り
調
査
を

行
う
際
に
市
も
立
ち
会
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

Q
　

水
道
事
業
会
計

に
お
け
る
有
価
証

券
等
で
の
資
金
運
用
に
つ
い

て
、
現
在
の
運
用
状
況
と
、

運
用
益
を
市
民
に
還
元
す
る

具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A

部
長　

運
用
益
に

つ
い
て
は
、
長
引

く
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
影

響
で
利
息
収
入
は
年
々
減
少

し
て
お
り
、
本
格
的
に
債
券

運
用
を
開
始
す
る
平
成
30
年

度
は
、
１
６
０
万
円
程
の
利

息
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
低
金
利
時
代
と

は
い
え
少
し
で
も
資
金
運
用

に
よ
る
利
息
収
入
の
増
加
を

図
り
、
水
道
料
金
収
入
以
外

の
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
り
、
先
ず
は
利
用
者
の
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q
　

教
育
行
政
に
関

し
て
3
点
伺
う
。

①
子
供
の
主
権
者
教
育
と
し

て
、
議
場
で
「
こ
ど
も
会
議
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て

②
2
学
期
制
の
検
証
と
、
新

学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
に

つ
い
て

③
教
職
員
の
長
時
間
労
働

と
、
多
忙
化
に
対
す
る
働
き

方
改
革
に
つ
い
て

A

市
長　

①
施
政
方

針
で
提
案
し
た

「
学
生
未
来
会
議
」
も
、
次

代
を
担
う
若
い
世
代
に
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
画
意
識
を

い
ち
早
く
高
め
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
す
。
ご
提
案
の

「
こ
ど
も
会
議
」
に
つ
い
て

は
、
議
会
と
相
談
し
な
が
ら
、

ぜ
ひ
実
行
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

教
育
長　

②
授
業
時
数
の
確

保
や
評
価
の
あ
り
方
、
学
校

生
活
に
お
け
る
ゆ
と
り
の
面

か
ら
、
効
果
と
課
題
を
整
理

し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
学
習

指
導
要
領
へ
の
対
応
に
つ
て

は
、
新
た
に
導
入
さ
れ
る
内

容
に
絞
っ
て
調
査
研
究
や
学

校
支
援
を
行
い
、
各
学
校
が

円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

③
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
を
本
年
度
か
ら
本
格

的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

全
質
問
項
目

◇
保
育
環
境
に
つ
い
て

全
質
問
項
目

◇
水
道
事
業
に
つ
い
て

◇
市
長
の
執
行
姿
勢
に

つ
い
て

全
質
問
項
目

◇
教
育
行
政
に
つ
い
て

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

個人質問は質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約掲載しています。

個 人 質 問



40　平成30年8月１日　　　　　　　　　　　　　　　156号

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

問
各
種
「
避
難
所
」
を
使
い
分
け

て
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か

原
は

ら

田だ

久く

美み

子こ 
議
員

Q
　

日
頃
か
ら
防
災

・
減
災
意
識
を
高

め
て
ゆ
く
た
め
に
も
、
災
害

時
の
避
難
の
仕
方
を
理
解
し

て
お
く
こ
と
は
大
切
で
あ

る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は

「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
、「
指

定
避
難
所
」
、
「
協
定
避
難

所
」
、「
緊
急
一
時
待
機
施
設
」

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
観
光

客
は
ど
う
避
難
す
る
こ
と
に

な
る
の
か
伺
う
。

A

部
長　

「
緊
急
一

時
待
機
施
設
」
は
、

あ
く
ま
で
集
合
場
所
で
、
状

況
を
み
て
避
難
所
等
に
速
や

か
に
移
動
し
ま
す
。

　

「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」

は
身
の
安
全
を
守
る
た
め
の

施
設
で
す
が
、
家
屋
等
に
被

害
を
受
け
た
場
合
は
「
指
定

避
難
所
」
で
一
定
期
間
生
活

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

「
協
定
避
難
所
」
は
避
難

所
と
し
て
市
民
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
協
定
を
結
ん
だ
民

間
施
設
で
す
。

　

観
光
客
の
誘
導
は
、
場

所
、
経
路
、
言
語
な
ど
各
関

係
機
関
の
連
携
が
必
須
で
す

か
ら
、
今
後
も
協
力
関
係
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

全
質
問
項
目

◇
減
災
対
策
に
つ
い
て

◇
道
路
整
備
に
つ
い
て

問

今
求
め
ら
れ
る

職
員
像
と
は

木き

村
む

ら

　
彰

あ

き

人と 

議
員

問

公
共
施
設
の
監
理
状

況
を
確
認
す
る

門
か

ど

田た

　
直

な

お

樹き 

議
員

Q
　

更
な
る
職
員
育

成
の
必
要
性
か
ら
、

市
長
が
施
政
方
針
の
中
で
表

明
し
た
人
材
育
成
基
本
方
針

の
改
訂
に
関
し
て
３
点
伺
う
。

①
既
存
方
針
の
成
果
と
改
善

す
べ
き
課
題
に
つ
い
て

②
こ
れ
か
ら
の
太
宰
府
市
に

求
め
ら
れ
る
職
員
像
に
つ
い
て

③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
創

造
的
業
務
を
通
じ
た
実
践
的

Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
効
果
的
な
人

材
育
成
に
つ
い
て

A

部
長　

①
基
本
方

針
で
あ
る
『
し
な

や
か
』
な
職
員
像
を
職
員
全

体
で
共
有
し
た
こ
と
、
職
員

と
し
て
の
行
動
要
件
、
姿
勢

を
職
場
で
の
確
認
基
準
と
し

た
こ
と
、
職
員
が
自
ら
計
画

す
る
し
な
や
か
研
修
制
度
の

立
ち
上
げ
な
ど
の
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。
各
階
級
に
求
め

ら
れ
る
、
社
会
情
勢
、
少
子
・

高
齢
化
に
対
応
し
た
職
員
像

を
描
い
て
い
き
ま
す
。

市
長　

②
公
に
尽
く
す
こ
と

を
自
ら
の
喜
び
と
し
、
市
民

の
声
、
時
代
の
要
請
に
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
し
て
専
門
性
、

広
い
視
野
、
柔
軟
な
判
断
力

を
併
せ
持
つ
よ
う
な
職
員
を

念
頭
に
お
い
て
い
ま
す
。

③
若
手
職
員
の
研
究
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
政
策
提
案
や
、
課

題
対
応
の
た
め
の
横
断
的
な

会
議
や
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

Q
　

指
定
管
理
者
に

よ
る
公
共
施
設
の

点
検
・
管
理
に
関
し
て
、
２

点
伺
う
。

①
指
定
管
理
者
か
ら
の
報
告

に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
状
況
に

つ
い
て

②
直
営
管
理
の
施
設
に
お
け

る
、
点
検
業
務
の
た
め
の
専

門
職
員
の
配
置
と
法
令
遵
守

に
つ
い
て

A

総
務
部
理
事　

①

指
定
管
理
者
が
各

種
点
検
に
つ
い
て
専
門
業
者

と
業
務
委
託
契
約
を
締
結

し
、
そ
の
中
で
選
任
さ
れ
た

技
術
者
が
点
検
・
報
告
書
の

取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

報
告
書
で
何
ら
か
の
異
常
が

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
施
設

所
管
課
で
修
繕
や
部
品
交
換

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
委
託
業
者
の
仕
様
書
の
中

で
、
関
係
法
令
に
基
づ
く
報

告
書
の
作
成
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
報
告

書
は
、
各
施
設
所
管
課
の
担

当
者
が
確
認
を
行
い
、
適
正

な
業
務
履
行
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

全
質
問
項
目

◇
職
員
の
人
材
育
成

に
つ
い
て

◇
道
路
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て

全
質
問
項
目

◇
市
の
公
共
施
設
の
監
理
状
況
に
つ
い
て

管
理 
点
検

個 人 質 問
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

問

今
後
の
地
域
福
祉
の

あ
り
方
は

舩
ふ

な

越
こ

し

　
隆

た

か

之
ゆ

き 
議
員

問

豪
雨
対
策
は

万
全
か

栁
や
な
ぎ

原
は

ら

荘
そ

う

一
い

ち

郎
ろ

う 

議
員

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
目
的
・
役
割
と
は

入
い

り

江え

　
寿

ひ
さ
し 

議
員

Q
　

「
民
間
の
知
恵

を
生
か
し
た
高
齢

者
福
祉
」
に
関
し
て
２
点
伺

う
。

①
「
介
護
予
防
・
生
き
が
い

活
動
支
援
事
業
」
「
老
人
ク

ラ
ブ
関
係
事
業
」
「
老
人
憩

い
の
場
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
内
容

②
平
成
15
年
に
市
が
運
営
す

る
障
が
い
児
施
設
が
民
間
事

業
者
へ
移
譲
さ
れ
た
が
、
そ

れ
以
降
の
障
が
い
者
支
援
の

あ
り
方
は
ど
う
変
わ
っ
た
か

A

部
長　

①
「
介
護

予
防
・
生
き
が
い

活
動
支
援
事
業
」
は
、
介
護

予
防
体
操
や
サ
ロ
ン
活
動
に

対
し
て
財
政
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
「
老
人
ク
ラ
ブ
関

係
事
業
」
は
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
目

的
に
、
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

等
の
活
動
に
財
政
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
「
老
人
憩

い
の
場
整
備
事
業
」
は
、
高

齢
者
の
集
い
の
場
を
自
治
会

が
整
備
す
る
経
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

②
療
育
内
容
の
充
実
を
図
る

た
め
、
平
成
15
年
に
民
間
事

業
者
に
移
譲
さ
れ
、
現
在
は

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
へ
の
支
援
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

Q
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
よ
る
と
、
水

城
区
お
よ
び
吉
松
区
に
は
浸

水
想
定
範
囲
が
広
く
分
布
し

て
い
る
。
豪
雨
災
害
対
策
に

関
し
て
3
点
伺
う
。

①
御
笠
川
の
未
改
修
部
分
の

状
況
と
、
今
後
の
対
策
に
つ

い
て

②
御
笠
川
の
水
位
観
測
体
制

つ
い
て

③
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
（
地
下
道
）

に
お
け
る
対
策
状
況
つ
い
て

A

部
長　

①
豪
雨
災

害
に
備
え
た
御
笠

川
の
改
修
事
業
は
、
福
岡
県

に
よ
り
計
画
的
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、
今
後
と
も
流
域
自

治
体
で
つ
く
る
事
業
促
進
協

議
会
を
通
じ
て
整
備
要
望
を

行
い
ま
す
。

②
福
岡
県
河
川
防
災
情
報
や

市
が
設
置
し
て
い
る
監
視
カ

メ
ラ
に
よ
る
情
報
と
と
も

に
、
職
員
の
巡
回
に
よ
り
現

場
確
認
を
行
い
ま
す
。

③
6
カ
所
は
、
排
水
ポ
ン
プ

を
設
置
し
て
冠
水
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
警
告
回
転
灯
や

冠
水
注
意
の
看
板
に
よ
り
冠

水
時
の
注
意
喚
起
を
行
い
ま

す
。
1
カ
所
に
つ
い
て
は
、

冠
水
注
意
の
看
板
及
び
監
視

カ
メ
ラ
に
よ
る
確
認
の
み
で

あ
り
、
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置

に
向
け
て
関
係
機
関
と
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

Q
　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
関
し

て
４
点
伺
う
。

①
業
務
内
容
等
が
市
民
に
理

解
、
周
知
さ
れ
て
い
る
か

②
運
営
体
制
及
び
業
務
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

③
検
証
、
評
価
と
次
年
度
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

④
設
置
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

A

部
長　

①
一
般
高

齢
者
の
認
知
度
は

48
・
５
％
で
し
た
。
今
年
度

５
月
１
日
号
の
広
報
「
だ
ざ

い
ふ
」
に
特
集
記
事
を
掲
載

し
ま
し
た
。

②
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
本
市
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
形

態
は
、
市
の
直
営
方
式
で
す
。

③
各
種
の
評
価
指
標
の
達
成

状
況
に
つ
い
て
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
に

よ
り
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
条
例
制
定
は
必
要
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
支
所
を

設
置
す
る
に
あ
た
り
必
要
な

例
規
の
整
備
は
行
っ
て
い
き

ま
す
。

全
質
問
項
目

◇
施
政
方
針
に
つ
い
て

全
質
問
項
目

◇
豪
雨
災
害
対
策
に

つ
い
て

◇
教
育
施
設
の
整
備

に
つ
い
て

全
質
問
項
目

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

太宰府市地域包括支援センター

川原地下道

個 人 質 問



42　平成30年8月１日　　　　　　　　　　　　　　　156号

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）
／
行
政
視
察
・
所
管
調
査
報
告

問

市
民
に
よ
る

職
員
評
価
の
導
入

笠
か

さ

利り

　
毅

つ
よ
し 

議
員

Q
　

市
民
か
ら
の
評

価
を
基
本
と
す
る

外
部
評
価
を
、
職
員
の
人
材

育
成
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
か
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

A

部
長　

市
民
か
ら

直
接
ご
意
見
を
い

た
だ
く
方
法
は
、
電
話
や
窓

口
で
の
対
応
や
、
市
民
の
意

見
箱
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
メ
ー
ル
、
市
民
意
識
調
査

な
ど
が
あ
り
、
市
民
の
声
を

多
く
集
め
る
こ
と
に
よ
り
職

員
に
対
す
る
評
価
が
見
え
て

く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
人
材
育
成
基
本
方

針
の
改
訂
に
あ
た
り
、
そ
の

過
程
に
お
け
る
策
定
委
員
会

の
協
議
の
中
で
議
員
の
提
案

も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

全
質
問
項
目

◇
市
職
員
の
市
民
に
よ
る
評
価
導
入
に
つ
い
て

◇
市
民
提
案
事
業
支
援
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

◇
中
学
校
給
食
実
現
の
た
め
の
資
金
計
画
に
つ
い
て

総務文教常任委員会

日程：平成30年5月9日（水）～5月11日（金）

●あさひAEDサポート事業におけるAEDの有効活用について

愛知県尾張旭市

AED の 24 時間利活用を可能とし救命率向上を図るため、市内すべての

コンビニエンスストアにAEDを設置した取り組みについて視察しました。

●図書館運営事業「元気配達便」について ／ 愛知県田原市

図書館への来館が困難な高齢者や障がい者を対象とした図書の配達、貸出サービスを通して、市民の心と体

の健康を保つ取り組みについて視察しました。

●市立の小学校と特別支援学校の併設整備と運営について

愛知県刈谷市

肢体不自由児の長時間通学を、既設市立小学校との併設整備により早期解消すると共に医療機関との支援体

制の構築などにより理想的に整備された教育環境を視察しました。

環境厚生常任委員会

日程：平成30年5月17 日（木）～5 月18 日（金）

●呉市国民健康保険事業の医療費適正化の取り組みについて

広島県呉市

いち早くレセプトのデーターベース化に取り組まれ、データに基づく

保健事業により着実に効果を上げてきた先進自治体である。レセプト

データベースの導入の経緯や効果の内容について視察しました。

●「おのみち幸齢プロジェクト」の取り組みについて

広島県尾道市

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと安心して暮らせるよう 13にわたる事業が展開されており、それぞれ

の事業内容について視察しました。

建設経済常任委員会

日程：平成30年５月７日（月）

●太宰府市の下水処理に関する地域共同施設運用について

毎年数億円規模の負担金を拠出している、御笠川浄化センターの

運用状況を現地視察しました。

行 政 視 察 報 告

所 管 調 査 報 告

個 人 質 問


